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「
ゆう
あいショップ」開催

「えがお  ふれあい  ありがとう」
子どもたちが丹精こめて作った作品、

作業学習の製品を展示・販売します。
地域の皆さんとのふれあいを大切に、

笑顔あふれる「ゆうあいショップ」を目指
して頑張っています。
皆さんのおこしをお待ちしています。

と　き：２月９日（土）１０：００～１４：３０

ところ：倉吉養護学校  ※駐車場は河川敷です。

内　容：・ 木工・窯業・農業・織物・染色・紙工・
製菓などの展示・販売

・ 小学部は、ふれあい活動やプレゼ
ントコーナーを用意しています。

・ 地域の作業所の皆さん、保護者
の出店

・喫茶コーナー
○ボランティアを募集しています。
※問合せ先：倉吉養護学校（あ２８－３５００）

▲ゆうちゃん

▲あいちゃん

～農村だからこそできる貴重な体験～

第１回 体験プログラムモニター募集！

金町エリアでは、梨の袋かけなどの農作業や農
家民泊による農村生活などを体験しながら学ぶ
「体験型教育旅行（修学旅行）」のプログラムを、

地元住民と協働で造成しています。
来的には、観光客を受け入れることができる体
制づくりを進めています。
そこで、プログラムの磨き上げを行うため、

実際に体験して、ご意見をいただくモニターを募集し
ます。
と　き：２月１７日（日）８：３０～１７：００

ところ：関金町内

内　容： 山菜おこわ作り・あぶら揚

げ作り・ネイチャープリン

ト・ラジウム温泉入浴
※ 体験施設間は、市マイクロバスなど

で移動します。

※ 昼食は、実際の体験で作った物を食べます。

※ 集合場所など詳細については、後日お知らせします。

定　員：２５人

参加費：無料

申込期限：２月１２日（火）
※申込・問合せ先： （財）やすらぎの里せきがね振興公社（せき

がね湯命館内）（あ４５―２０００）

～勇者よ集まれ、寒さを吹き飛ばそう～
と　き：２月１０日 (日）１０：３０～１２：３０
ところ：シビックセンターたからや　　参加費：無料

スポーツ
スポーツチャンバラ

だれもが子どものころに遊んだことがある「チャンバラ」をス
ポーツ化したものです。

Ｆｒｅｅｂｌｏｗ　フリーブロー
吹き矢を安全にスポーティーに改良したものです。

ストライクボーリング
本物に近い爽快感が得られる簡易ボーリングで、幼児でも楽
に投球できます。

ボードゲーム
テーブルサッカー

プロサッカー選手のために生まれた、頭脳と連係が決め手の
テーブルサッカーゲームが登場！

虹色のへび　 ねことねずみの大レース
すすめコブタくん

運で勝負！小さい子でも楽しめるすごろくゲームです。

ハリガリジュニア ガイスタートレッペ
マドふき職人

まだまだ、たくさん用意しています。

昔あそび
こままわし　 おはじき　　 めんこ

※問合せ先： ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク
（あ２２―１９６０／い２７―０２７１）

長谷の
観音市

牛玉
（ごおう）

授け
２月第３土・日曜日に変更

　倉吉の冬の風物詩でもあり、伝統行事の一つとして親

しまれている長谷寺の「牛玉授け」と「長谷（の）観音市」
は、毎年、旧暦１月１７日と１８日に行われてきました。
　しかし、今年から、さらに大勢の人がこの行事を体感
し、盛り上がるよう、２月の第３土・日曜日に開催する

ことになりました。

　今年は、２月１６日（土）夜に「牛玉授け」、翌１７日
（日）の朝から「長谷（の）観音市」が開催されます。
　皆さんのご理解と、ご参加をお願いします。
※問合せ先： 長谷観音市実行委員会(（有）たいら内）

（あ２２―２３９１／い２２―２３９７）

親子陶芸体験
と　き：２月２７日（水）９：４５受付

（＊予約が必要です）
ところ：ババール園　なかよしルーム
内　容：茶わん、湯のみ作り
参加料：１組３００円
対   象：０～５歳児とその保護者
※問合せ先： ババール園（あ２６―０２１１／い２６―０２１２）

と　き：３月４日（火）９：３０～１６：００

ところ：倉吉老人福祉センター

参加資格：市内在住の６０歳以上の人

参加申込期限：２月２５日（月）
※ 申込・問合せ先： 社会福祉協議会

（あ２３―５６００／い２２―５２４９）

第
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将
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会
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伯耆しあわせの郷
　倉吉市小田458（あ 26―5581 ／い 26―5633） 
　利用時間：午前9時～午後8時 ／休館日：月曜日

■受講生の募集

教室名･講師 日　　　時 定員
受講料
（回数）

ちりめん細工教室
（明里美也子さん）

2月29日（金）
13：00～16：00

12人
500円
（1回）

み そ 作 り 教 室
（福田昭子さん）

①2月20日（水）か
②2月21日（木）　
13：00～16：00 

各20人
500円
（1回）

男性のための料理教室
（杉本美智子さん）

2月21日（木）
10：00～13：00

15人
500円
（1回）

※ちりめん細工教室では、おひなさまを作ります。
※男性のための料理教室では、おでんを作ります。

申込方法：  ２月５日（火）午前９時から先着順に受け
付け、定員になり次第締め切ります。

＊受講料のほかに若干の材料費などが必要です。
＊託児を希望する場合は、申し込みのときにご相談ください。

■作品展を開催（各種教室作品展（前期））～展示ホール～
◇と　き：２月９日（土）～２４日（日）９：００～２０：００

◇内　容：書道・日本画・文芸・陶芸・木工・和布細工など

倉吉市営温水プール
　倉吉市駄経寺町198―2（あ 47―1186 ／い 47―1187）
　利用時間：午前10時～午後８時（11～3月）
　休館日： 第1・3月曜日（祝日の場合は翌日）

■市営温水プール休館のお知らせ
　健康増進、体力づくりなどでご利用いただいてい
る倉吉市営温水プールの営業について、工事のため、
次の予定で休館します。
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけします
が、ご理解、ご協力をお願いします。

休館予定期間
２月１２日（火）～３月３日（月）
＊ 工事の進み具合によっては、休館期間が延長され

ることがあります。
※問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）

と　き 学　科 内　容
２月２日(土)
13 :00～16：30

幼児教育保育学科
専攻科福祉専攻

湯梨浜町のハワイアロハホールで口頭発表やオペレッタなどの演技発表をします。
短大の講義室では論文や作品の展示発表を2月5日（火）まで行います。

２月６日(水)
13 :00～16 :15

生活学科
住居･デザイン専攻
専攻科住居専攻

倉吉市展や鳥取県展の入選作品の紹介、学内の家具(いす)のデザイン、倉吉市内のサイン
計画に関する調査、島根県の漁村地域におけるグループホームのあり方など、地域に関わ
りのある研究発表を行います。

２月８日(金)
13 :00～16 :15

国際文化交流学科
日本や世界の民俗、文化、伝統行事、音楽、宗教、歴史、言語、交流活動などテーマはさ
まざまです。各自の研究成果を論文としてまとめ、１人３分間の口頭発表を行います。

２月１５日(金)
10 :45～12 :15

専攻科
国際文化専攻

日本の歴史、精神文化、郷土民俗などのテーマで論文要旨を口頭発表します。学生たちは、
論文を学位授与機構に提出して審査を受け、４年大卒業の資格取得を目指します。

　とりたんでは、学生の興味・関心に応じて分野を選び、より深く専門的に学
び研究する「特別研究」という科目を設けています。この授業はゼミ形式で、そ
れぞれの担当教員に指導と助言を受けながら、個人やグループで学習・研究活
動を進めていきます。これにより、学生たちは専門知識を得るとともに得意分
野をつくり、さらにその力を伸ばしていきます。
　この研究成果の発表会を下記の日程で行います。どなたでもご覧いただけま

すので、お気軽におこしください。

☆ 幼児教育保育学科以外の学科の発表会は本学で開催します。

☆ 生活学科情報･経営専攻の発表は１月に終了しました。

※問合せ先：鳥取短期大学総務課（あ２６―１８１１）
146

特別研究発表会！

本市では、「第１０次倉吉市総合計画」を、平成１８年度

にスタートさせました。

平成１９年度は、２年目にあたり、まちづくりの課題

として設定した重点課題「若者の定住化促進」や施策体系

に基づく具体的な取り組みの充実展開を図る年度として

位置付け、取り組みを進めてきました。

方針説明会では、平成１８年度の振り返り結果や、平

成１９年度の現状などを検討に加味し、取りまとめた「平

成２０年度の施策方針」についてご説明します。

市民の皆さんのご参加をお願いします。

【施策方針説明会の日程】
　と　き：２月２１日（木）１８：３０～２０：３０

　ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

　内　容

　(1) 平成１８年度の振り返りと平成２０年度の方針について

　　①平成 18年度の振り返り

　　②平成 20年度の位置付け

　　　・重点課題「若者の定住化促進」に向けた取り組み

　　　・行財政改革に向けた取り組み

　(2) 質疑応答
※問合せ先：企画課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

「平成２０年度施策方針説明会」を開催します！！
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安
い
掛
け
金
で
あ
な
た
を
守
る

交
通
災
害
共
済

　

平
成
20
年
度
交
通
災
害
共
済

の
加
入
申
込
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
で
災
害
を
受
け
た
人
の
救
済
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
も
し

も
の
事
故
に
備
え
、
ぜ
ひ
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
加
入
で
き
る
人
】

　

市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
人
で
す
。
た
だ
し

２
〜
３
月
中
に
東
伯
郡
以
外
の
住

所
へ
転
出
す
る
人
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

【
共
済
期
間
】

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
故
が
対

象
で
す
。
こ
の
期
間
に
転
出
し
て

も
効
力
は
あ
り
ま
す
。 

 

【
加
入
の
仕
方
】

　

３
月
上
旬
、
自
治
公
民
館
を
通

じ
て
加
入
申
込
書
を
配
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
町

内
の
世
話
人
に
掛
け
金
と
一
緒
に

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
総
務

課
総
務
係
で
直
接
、
申
込
も
受
け

付
け
て
い
ま
す（
加
入
者
証
の
送

付
は
５
月
上
旬
の
予
定
）。

【
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故
】

　

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転

車
な
ど
、
車
両
で
道
路
を
走
行
中

に
発
生
し
た
人
身
事
故
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
が
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

◆
自
転
車
走
行
中
、
転
倒
し
た

◆
歩
行
中
、
自
転
車
が
ぶ
つ
か
っ

て
き
た

◆
信
号
で
車
を
停
止
し
た
ら
、
後

ろ
の
車
に
追
突
さ
れ
た

と
い
っ
た
事
故
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

ど
ん
な
に
軽
い
け
が
で
も
、
必
ず

警
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
事
故

当
時
は
軽
い
け
が
と
思
っ
て
い
て

も
、
後
で
傷
が
痛
ん
だ
り
悪
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
に
届
け
出
が
な
い
と
、
見

舞
金
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

【
見
舞
金
の
請
求
期
間
】

　

見
舞
金
の
額
は
、
表
の
と
お
り

で
す（
わ
ず
か
１
日
の
通
院
で
も

見
舞
金
は
支
給
さ
れ
ま
す
）。

　

見
舞
金
の
請
求
は
、
事
故
の

あ
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
に
必
要
な
書
類
は
総
務
課

総
務
係
に
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
総
務
係

（
あ
２
２

－

８
１
６
２
／
い
２
２

－

１
０
８
７
）

■共済掛け金

区　　分 共済掛け金（年額）

第１種
（大人・子ども） ５００円　

第２種
（大人・子ども） １，０００円　

■共済見舞金

区  分 災害の程度（治療実日数）
見　舞　金

第１種 第２種

１等級   死亡、自賠法１級障害 １，０００，０００円 ２，０００，０００円

２等級 自賠法２級、３級障害 ５００，０００　 １，０００，０００　

３等級 ３０１日から３６５日まで ３３０，０００　 ６６０，０００　

４等級 ２４１日から３００日まで ２２０，０００　 ４４０，０００　

５等級 ２１１日から２４０日まで １６５，０００　 ３３０，０００　

６等級 １８１日から２１０日まで １４０，０００　 ２８０，０００　

７等級 １５１日から１８０日まで １２０，０００　 ２４０，０００　

８等級 １２１日から１５０日まで １００，０００　 ２００，０００　

９等級 ９１日から１２０日まで ８５，０００　 １７０，０００　

１０等級 ７１日から９０日まで ７０，０００　 １４０,０００　

１１等級 ５１日から７０日まで ５５，０００　 １１０,０００　

１２等級 ３１日から５０日まで ４０，０００　 ８０，０００　

１３等級 ２１日から３０日まで ３０，０００　 ６０，０００　

１４等級 １５日から２０日まで ２２，０００　 ４４，０００　

１５等級 ８日から１４日まで １７，０００　 ３４，０００　

１６等級 ７日以内 １２，０００　 ２４，０００　

■遺児見舞金
　交通事故で、共済加入者の父母または主たる扶養者が死
亡したときは、その人と生計を一にしていた義務教育終了
前の子に対して支給されます。

区　　分
見　　舞　　金

第１種 第２種

遺児１人につき １００，０００円 ２００，０００円

平成２０年度

加入申込開始
！！

Informationお知らせお知らせお知らせ
　市報が月１回の発行となり、
自治公民館扱い分が少し遅く
なります。

●加入申込書の配布
２月下旬→３月上旬

●加入者証の送付
　
４月下旬→５月上旬



（13）平成 20.2

企
業
活
動
委
員
会
は
・
・
・

 

１
９
７
０（
昭
和
45
）
年
に
54
人
の
会

員
で
出
発
し
た
倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会

（
市
同
研
）は
、
現
在
で
は
、
１
，
０
０
０

人
を
超
す
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
１
９
８
３（
昭
和
58
）年
に
市
同
研
企

業
活
動
委
員
会
が
設
置
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

市
同
研
企
業
活
動
委
員
会
は
、
企
業
・

行
政
・
部
落
解
放
同
盟
・
高
等
学
校
関
係

者
な
ど
30
人
余
り
の
有
志
で
構
成
さ
れ
、

各
企
業
の
取
り
組
み
の
状
況
報
告
、
先
進

地
視
察
、
関
係
集
会
へ
の
参
加
を
通
し
て

日
々
研
修
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
同
和
問
題
の
早
期
な
解
決
が

国
民
的
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
企
業
に
課

せ
ら
れ
た
社
会
的
責
務
で
あ
る
こ
と
を
認

識
、
自
覚
し
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め

に
会
員
相
互
が
連
携
し
、
主
体
性
を
持
っ

て
、
企
業
の
立
場
か
ら
同
和
問
題
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
同
和
問
題
の
解
決
を
資
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
、１
９
９
４（
平
成
６
）年
、

倉
吉
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会（
同
企
連
）

が
発
足
さ
れ
、
地
元
大
手
企
業
の
大
半
が

加
入
し
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
し
て
専
門

的
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

採
用
試
験

　

現
在
で
は
、市
同
研
企
業
活
動
委
員
会
、

同
企
連
、
中
部
地
区
高
等
学
校
同
和
教
育

研
究
会（
中
部
高
同
研
）の
三
者
合
同
研
修

会
を
毎
年
２
回
開
催
し
、
新
規
高
卒
者
就

職
の
た
め
の
応
募
用
紙
の
内
容
検
討
、
採

用
試
験
時
の
面
接
で
の
不
適
切
な
質
問
事

項
な
ど
違
反
に
関
係
す
る
も
の
が
な
い
か

ど
う
か
な
ど
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

大
手
企
業

を
中
心
に
購

入
さ
れ
た「
部

落
地
名
総
監
」

発
覚
後
35
年

近
く
に
な
り

ま
す
が
、
ま

だ
今
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
布
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
力
し
、
入
社
以
降

の
離
職
状
況
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
企
業
の
立
場
と
学
校
側

の
立
場
で
要
望
な
ど
を
出
し
合
い
、
問
題

点
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

就
職
に
よ
る
差
別
は
、
表
面
的
に
は
減

少
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
よ
り

巧
妙
に
な
っ
て
今
も
深
く
静
か
に
続
い
て

い
ま
す
。

　

人
物
重
視
の
採
用
選
考
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
今
後
一
層
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
の
果
た
す
役
割

各
地
区
・
学
校
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

同
和
教
育
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
者
が
同

じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ（
女
性
が
大
半
）と
い
う

現
実
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
研
修
の
場
は
、
大
半
が
勤
め

先
で
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら

も
、
人
権
・
同
和
教
育
研
修
に
お
け
る
企

業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

企
業
は
、
研
修
の
積
み
重
ね
に
よ
り

一
層
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
社
会
的
責

任
だ
と
思
い
ま
す
。

 
企
業
の
社
会
的
責
任
っ
て
な
に
？

　

長
年
の
人
権
教
育
啓
発
活
動
に
よ
り
現
在
で
は
大
多
数
の
企
業
に
お
い
て
人

権
・
同
和
教
育
研
修
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
一
部
紹
介
し
ま
す
。

倉吉市人権文化センター
あ22-4768／い22-4901

№44
シリーズ

　

例
え
ば
、
就
職
採
用
試
験
で
は
親

の
職
業
、
本
籍
地
や
家
の
周
り
の
様

子
、
支
持
す
る
政
党
や
尊
敬
す
る
人

物
な
ど
を
尋
ね
る
の
は
よ
く
な
い
質

問
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
本
人

の
能
力
や
仕
事
へ
の
向
き
不
向
き
と

何
ら
関
係
の
な
い
こ
と
で
、
中
学
校

や
高
等
学
校
で
は
こ
の
よ
う
な
質
問

に
は
答
え
な
い
よ
う
に
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会

会
員
研
修
会

と　

き

：

２
月
23
日（
土
）

　
　
　
　

受
付

：

午
後
１
時

　
　
　
　

 

開
催
時
間

：

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
３

講　

師

： 
鳥
取
大
学　
　
　
　
　
　

地
域
学
部
地
域
政
策
学
科

准
教
授　

仲
野　

誠
さ
ん

演　

題

： 
暴
力
の
構
造

－

差
別
の
つ

く
ら
れ
か
た

　

倉
吉
市
に
お
け
る
学
校
教
育
や
社

会
教
育
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
の
人

権
・
同
和
教
育
の
取
り
組
み
を
網
羅

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
購
入
い
た
だ
き
、
今
後
の
取
り
組

み
に
お
役
立
て
を
！

ペ
ー
ジ
数

：

４
０
９
ペ
ー
ジ

定　
　

価

：

１
，
０
０
０
円

※
問
合
せ
先

：

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
あ

２
２―

４
７
６
８
／
あ
２
２―

４
９
０
１
）

「
解
放
を
め
ざ
し
て　

第
２
集
倉
吉
市
同
和
教
育

研
究
会
30
年
の
あ
ゆ
み
」




